応募締切　2009年6月21日必着


応募は事業・活動の実施主体によるものとし、第三者による応募は認めないものとします。
1. 事業・活動名称
（事業・活動の内容を端的に表現する名称を記してください）
	


2. 事業・活動分野（複数選択可）
※□部分をダブルクリックし、規定値の設定を“オンにする”を選択するとチェックがつきます。
(a) 分野別課題
	 FORMCHECKBOX 
 1: 気候変動
	 FORMCHECKBOX 
 7: 森林保全

	 FORMCHECKBOX 
 2: 大気汚染
	 FORMCHECKBOX 
 8: 再生可能エネルギー

	 FORMCHECKBOX 
 3: 水資源管理
	 FORMCHECKBOX 
 9: 化学物質（農薬、プラスチック、その他有害化学物質）

	 FORMCHECKBOX 
 4: 生物多様性保全と生態系管理
	 FORMCHECKBOX 
 10: 海岸・海洋環境保全

	 FORMCHECKBOX 
 5: 里山里海の保全
	 FORMCHECKBOX 
 11: その他

	 FORMCHECKBOX 
 6: 廃棄物管理
	


(b) 分野横断的課題
	 FORMCHECKBOX 
 1: 環境ガバナンス
	 FORMCHECKBOX 
 5: 環境情報

	 FORMCHECKBOX 
 2: 革新的環境金融手法
	 FORMCHECKBOX 
 6: 環境技術

	 FORMCHECKBOX 
 3: 貿易と環境
	 FORMCHECKBOX 
 7: 持続可能な開発のための教育

	 FORMCHECKBOX 
 4: 人材育成
	 FORMCHECKBOX 
 8: その他


(c) 事業・活動実施範囲
	 FORMCHECKBOX 
 1: 地域レベル
	 FORMCHECKBOX 
 3: 準地域

	 FORMCHECKBOX 
 2: 国レベル
	 FORMCHECKBOX 
 4: アジア太平洋地域


(d) 関係団体
	 FORMCHECKBOX 
 1: 国際機関
	 FORMCHECKBOX 
 4: 民間部門

	 FORMCHECKBOX 
 2: 日本政府
	 FORMCHECKBOX 
 5: NGO/NPO

	 FORMCHECKBOX 
 3: 地方自治体
	 FORMCHECKBOX 
 6: 地域社会


3. 事業・活動地域:
(事業・活動が実施されている場所を記してください)
	


4. 実施主体: 
(事業・活動を実施している主体を列記してください)
	


5.関係者と受益者:
(事業・活動に関わる・影響を受ける関係者および、その影響の概要、ならびに受益者とその受益の概要を記してください)
	


6. 実施期間: 
(事業・活動の立ち上げ時期と、その後どのように継続的実施が行われてきたのかを記してください。また、その事業・活動について、それらの実施をサポートするような事業・活動が他にあれば、それらについても実施時期と実施状況を記してください)
	


7. 実施資金:
(事業・活動を行うために要した資金について、資金援助を受けた場合はその資金源の名称と金額、資金援助を受けた期間と実施状況について記してください) 
	


8. 事業・活動概要: 
(事業・活動の内容について簡潔に記してください)
	


9. 事業・活動を実施に至った背景: 
(事業・活動を開始するに至った課題について、社会的・環境的要因を含めて記してください)
	


10. 目的: 
(事業・活動が目指す目的について記してください)
	


11. 事業・活動の内容:
(事業・活動内容を具体的に可能であれば項目立てし、実施に要した費用等も含め、記述してください)
	


12. 事業・活動の成果ともたらされた社会的影響:
(事業・活動の実施によって達成された目標とその成果について詳細に記すとともに、実施とともにもたらされた間接的影響についても記してください。可能な限り既存の指標や数値などを用いてわかりやすく示してください)
	


13. 成功要因:
(a)　事業・活動が成功を収めた要因として、特に注目すべき点を詳細に記してください
	


(b)　事業・活動が成功を収めた要因として重要だと考えられる事項を下記から全て選んで列記してください
	


	成功を収めるために重要だと考えられる要因
1: 規制要因
1.1: 規則
1.2: 基準
1.3: ガイドライン
2: 経済的要因
2.1: 税課金
2.2: 補助金
2.3: インフラ整備のための民間資金援助メカニズム
	3: 社会的要因
3.1: 住民参加
3.2: 住民意識の向上
3.3: 関係者間の協力関係の構築
3.4: 訓練・教育
3.5: 情報提供と円滑なコミュニケーション
3.6: 自主規制
3.7: 活動の組織化
3.8: 能力開発
4: 物理的要因
4.1: 技術革新
4.2: デザイン、計画、管理


14.　事業・活動から得られた教訓:
(事業・活動がどのように成功に至ったのか、直面する課題をどのように乗り越えてきたのかを含めて記してください)
	


15. 応用可能性:
(事業・活動について、他地域や他国へどのように応用することが可能かについて記してください) 
	


16. 参考資料:
(事業・活動の内容について参考となる文献や論文などの資料があれば列記してください)
	


17. 事業・活動担当者連絡先:
（1）氏名：
（2）組織名、役職：
（3）郵便番号：
（4）住所：
（5）TEL：
（6）FAX：
（7）E-mail：
18. 事業・活動責任者連絡先
（1）氏名：
（2）組織名、役職：
（3）郵便番号：
（4）住所：
（5）TEL：
（6）FAX：
（7）E-mail：
19. 応募日付：　　2009年      月      日 
送付先: apfed-award@iges.or.jp　 APFED事務局
応募締切　2009年6月21日必着
橋本龍太郎APFED表彰プログラム石川県特別賞
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